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飯盒炊爨マニュアル
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· はじめに

飯盒炊爨マニュアルなんてのを作ってみましたが、本来アウトドアにはマニュアルなんてものは存在しません。全てが感覚、目分量の世界なのでこれに従えば間違いなくできるっていうわけじゃありません。今回は大人、子供、両方がこの｢感覚｣を身に付けて来年以降に備えましょう！

私からのお願いなんですが、今回は大人がでしゃばらない様にしましょうよ。全ての作業を子供が自らの頭で考え、自らの手足を使うようにしたいと思っています。大人はヒントを与えるだけのサポーター。どうしても火をおこしたい大人はカレー用のかまどを作ってください。

· 材料・道具

お米　水　飯盒　マッチ　点火材(牛乳パック)　薪　鉄の棒

ペットボトル　トイレットペーパー　ゴミ袋　網(三角コーナーの袋)

スコップ　ナタ

· 手順

1 米を炊く準備

飯盒に米を入れます。一つの飯盒には４合まで入ります。飯盒のふたに米をすりきりで入れると３合です。これを目安に入れてください。米を入れたら飲料水を入れます。飯盒に印があればそこまで入れます。下の印が２合用、上の印が４合用です。印が無ければ水面が米から指の第一関節くらい上になるように水を入れます。所詮目分量。

2 かまどを作る

石を組んでかまどを作ります。注意点は風向きと大きさ。｢風はこっちから吹いとるで～｣とか、｢そりゃ大きすぎるやろ｣ではなく、｢どうやったら火を付けやすいかなぁ？｣とか、｢どれくらいの大きさがええんかな？｣といった、考えるきっかけを作る声掛けをお願します。

3 火をおこす

おそらく一番大きなポイント。チャッカマンや着火剤に慣らされた子供たちを鍛えてやりたいです。

· 燃やすものの選択

· 燃やす順番(紙→枝→薪)

· 薪の組み方(空気がとおりやすい、火がつきやすい組み方)

を、答えを子ども自身が発見できる方法で教えてあげてください。

失敗しても、時間が許す限り何度もチャレンジさせたいです。

4 米を炊く

火がついたら飯盒を火にくべます。グツグツ言い出したら噴きこぼれる恐れがあるので小石をふたの上に置きます。グツグツ言わなくなってから2･3分で火から降ろしますが、これも目分量。火力によって違います。ふたを開けて中身を確認し、もう一度火にくべるか、もういいか、判断してください。

5 蒸らす

火から降ろしたら、ふたを下にして蒸らします。1～2分程度ですが、食べる準備をしている間にそれくらい過ぎるでしょう。

6 食べる

飯盒が空になったら川の水を入れておきましょう。

7 飯盒を洗う

ローインパクト。自然への影響を最低に抑えるよう努力します。まずはペットボトルで汲んだ川の水で、飯盒に付いた米粒を落とします。使った水は川に流しません。穴を掘ってそこに流します。そのとき、米粒も一緒に流してしまわないよう、網を通して流します。飯盒の外側も水で洗います。飯盒を洗うときは砂を使うときれいになります。仕上げにトイレットペーパーで軽く拭いて終了です。

· ナタの使い方

今回はナタを子供たちにも使わせたいと思います。かなり危険な部類に入る刃物ですが、使い方を誤らなければ決して怪我をする代物ではありません。小学校低学年にでも扱えるものなので、体験させてあげましょう。

1 木にナタを押し付け、片手に木を、もう一方にナタを持ち、石に軽く打ち付けます。

2 ナタが木に食い込んだら、木を持っていた手を離してナタの峰に添え、石に強く打ち付けます。

～注意事項～

· 木を持つ手は軍手を着ける。ナタを持つ手は軍手をはずす。

木を持っている手には刃が当たる可能性があるので必ず軍手をつけます。ナタを持っている手に軍手を着けているとナタが滑ってしまう可能性があるので必ずはずします。

· ナタを持つ人の正面には絶対に立たない。

握り損ねたナタが飛んでくる危険があります。絶対に立たない、立たせないようにしてください。

· 必ず大人が1人、傍に付く。

ちゃんと使えば安全なナタも１つ間違えば大怪我につながります。大人は上記のことをしっかり把握し、傍に付いてください。また、子供が勝手にナタを使わないようにするため、使い終わったナタは必ず所定の場所にしまうようにしてください。子供が１人で使おうとしていたら即座に止めてください。

· その他

· すべて子供の手で

自分たちの手でご飯を炊いた達成感や満足感を与えたいと考えています。よほどのことがない限り、たとえ時間がかかっても、大人は手を出さないようにしたいです。また、与えた知識よりも自分たちの頭で考え、自分たちの手足を使って覚えたことのほうが記憶に残りますよね。

· 危険に備える

すべて子供にやってもらうようにするのですが、薪を拾いに藪に入るときや、ナタを使うとき、火を使うときなど、危険が予測される場合には必ず大人が付くようにしてください。

· 後始末

火は水で消しません。燃え尽きて、完全に灰になるまで放っておきます。表面が炭になった木は分解されにくいそうです。薪を燃やすときに子供たちが過剰に燃やそうとしていたら、｢そんなに必要かなぁ？｣とたしなめてください。灰はスコップですくって穴に埋めましょう。焚き火の後は残しません。かまどはすべてが終わった後に崩しましょう。

· 自然を大切に

薪を拾ってくるときは、生木を折らないことを徹底します。当然のことですね。どうせ燃えにくいですし。

· 皿洗い

川で皿を洗いません。カレーは出来る限りスプーンですくい、すくいきれないカレーはトイレットペーパーでふき取ります。残飯は埋めません。生ごみとして持ち帰ります。

